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コラム長市 column
お
知
ら
せ

住
基
カ
ー
ド
有
効
期
限
の
確
認
を

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
の
有
効
期
限
は
、
発
行
日
か
ら
10

年
で
す
。
有
効
期
限
を
満
了
し
た
住
基

カ
ー
ド
は
失
効
し
、
写
真
付
き
の
住
基

カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
表
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
を
確
認
し
、
更
新
を
希
望

す
る
人
は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
効
期
限
ま
で
の
期
間
が
３
カ
月
未
満

と
な
っ
た
と
き
か
ら
、
更
新
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
内
に
格
納
さ
れ

て
い
る
電
子
証
明
書
は
有
効
期
限
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物
＝
①
住
基
カ
ー
ド
②
官
公

署
発
行
の
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

と
健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

③
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
す

る
場
合
は
申
請
前
６
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
縦
４
・
５
㌢
㍍
×
横
３
・
５
㌢
㍍

の
顔
写
真

費
用
＝
５
０
０
円

申
市
役
所
市
民
課
（
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
１
０
６
）、
大
胡
・
宮
城
・
粕 

川
・
富
士
見
支
所
へ
直
接

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
に
よ
る
耐
震

診
断
を
実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒

壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震
改

修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内

の
木
造
住
宅
、
先
着
20
戸
。
①
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建

て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）
②
平
屋
か

２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書
な

ど
の
図
面

申
７
月
22
日
㈪
～
８
月
16
日
㈮
に
市
役

所
建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
５
２
）へ
直
接

ひ
と
り
親
家
庭
の
資
格
取
得
を
応
援

仕
事
や
育
児
を
し
な
が
ら
資
格
取
得

を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
、
訓

練
促
進
費
や
修
了
一
時
金
を
支
給
し
ま

す
。
な
お
、
受
給
は
そ
れ
ぞ
れ
一
度
の

み
。
入
学
年
度
に
よ
っ
て
支
給
期
間
や

金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に

必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
①
市

内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
か
父
子
家
庭

の
父
②
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
③
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
中
か
同
様
の
所
得

水
準
④
２
年
課
程
以
上
の
養
成
機
関
に

在
学
し
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
見
込
み

⑤
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金
な
ど
を
受

け
て
い
な
い

支
給
期
間
・
金
額
＝
〈
訓
練
促
進
費
〉

修
業
中
（
上
限
２
年
）、
月
額
10
万
円 

（
市
民
税
課
税
世
帯
者
は
月
額
７
万
５

０
０
円
）〈
入
学
支
援
修
了
一
時
金
〉 

受
講
修
了
後
、
５
万
円
（
市
民
税
課
税

世
帯
者
は
２
万
５
，
０
０
０
円
）

問
こ
ど
も
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５

７
０
１

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

７
月
15
日
㈪
か
ら
８
月
31
日
㈯
ま
で
、

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
は
気
の
緩
み
か

ら
、
青
少
年
が
深
夜
に
外
出
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
学
校
や
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
犯
罪
や

事
故
の
な
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
有
害
サ
イ
ト
を
介

し
て
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

や
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
家
族
で

よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
青
少
年
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５

８
７
４

退
職
金
の
悩
み
は
中
退
共
で
解
決

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職

金
制
度
。
こ
の
制
度
の
掛
け
金
は
全
額

非
課
税
で
、
そ
の
一
部
を
国
と
市
が
助

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
預
金
口
座
か

ら
振
替
が
で
き
、
退
職
金
は
直
接
退
職

者
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
管
理
が
簡
単

で
す
。
そ
の
他
に
、
加
入
後
の
掛
け
金

月
額
の
変
更
や
短
時
間
労
働
者
も
加
入

が
で
き
る
な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

優
秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業
員
の
労

働
意
欲
向
上
の
た
め
に
も
、
安
全
・
確

実
な
こ
の
制
度
を
、
ぜ
ひ
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎

０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

催
　
し

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
交
流
を

障
害
者
の
体
力
維
持
や
相
互
交
流
を

図
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。
徒
競
走

や
車
い
す
競
走
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分

会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
市
内
在
住
の
障
害
者
（
身
体
障

害
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
）
と
そ
の
介
護

者
な
ど
　

申
８
月
１
日
㈭
ま
で
に
障
害
福
祉
課
☎

０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
１
３
へ

前
橋
工
科
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

前
橋
工
科
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
進
学
を
考
え
て
い

る
高
校
生
や
受
験
生
、
保
護
者
も
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時

内
容
＝
大
学
説
明
、
学
科
紹
介
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

申
当
日
同
大
（
☎
０
２
７
―
２
６
５
―

０
１
１
１
）へ
直
接

ペ
ガ
サ
ス
が
市
民
サ
ン
ク
ス
デ
ー

７
月
20
日
㈯
、
前
橋
市
民
球
場
で
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
前
橋
市
民
サ
ン

ク
ス
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
小
中
学
生

や
65
歳
以
上
の
人
、
福
祉
施
設
入
所
者

を
無
料
で
招
待
。
そ
の
他
の
市
民
は
半

額
で
入
場
で
き
ま
す
。
午
後
１
時
に
福

井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
と
対
戦
し

ま
す
。

□
場
外
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

時
間
＝
正
午

対
象
＝
小
学
生
以
下
、
先
着
20
人

内
容
＝
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
テ
ィ
ー

バ
ッ
ト
な
ど

□
選
手
と
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

時
間
＝
午
後
０
時
20
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

申
以
上
の
２
つ
は
当
日
同
球
場
へ
直
接

問
政
策
推
進
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
５
１
３

還付金詐欺に気を付けて
事例  市役所職員と名乗る男性から「医療

費を払い過ぎているのでお返しします。
期限は今日まで。すぐにコンビニのATM
へ行き、携帯電話から電話してください」
と電話がありました。本当に医療費が戻
ってくるのでしょうか。
回答  これは ｢還付金詐欺｣ です。公的機

関を名乗り、「医療費の還付がある」など
と電話をかけ、ATMからお金を振り込ま
せる手口です。警戒が強化された金融機
関のATMではなく、スーパーやコン
ビニなどの人目に付かないATMへ行
くように言われるケースが目立ちま 
す。市役所では、電話で還付手続き
をお願いしたり、ATMへ行くように
お願いしたりすることはありません。
ATMを操作して、払い過ぎたお金が
戻ってくることもありません。この
ような電話があったら、市役所や消
費生活センターに確認しましょう。
問消費生活センター☎027―230―1755

市長と語る 
タウンミーティング

市内10カ所でタウ
ンミーティングを開
催中です。第六次前
橋市総合計画や各地
区の地域課題につい
て、市長と直接語り合いましょう。
地区・日時＝〈①東〉８月７日㈬〈② 
上川淵・下川淵〉８月20日㈫、午後７時
会場＝①は東市民サービスセンター②
は上川淵市民サービスセンター
対象＝市内在住・在勤の人、先着各10 
0人
申各開催日に会場へ直接
問市政発信課☎027―898―6644

赤城ふれあいの森まつり
赤城ふれあいの森まつりを開催。木

工工作教室やぬり絵コンテストなどを
行います。
日時＝８月10日㈯午前10時～午後４時
会場＝県立赤城ふれあいの森（富士見
町赤城山）
問同まつり実行委員会☎027―261―0615

６月から、地区ごとに開催される「タウン
ミーティング」が始まりました。

初回の城南・永明地区の皆さんからは、
地域のすばらしさと同時に課題点も伺いま
した。良い事は伸ばし、課題は解決しなけ
ればなりません。

その一歩として、地域の皆さんと率直に
語り合う機会を大切にしたいと考えます。

さて、今年も暑い夏が予想されます。市
民の皆さんもお身体には十分にお気を付け
下さい。

市長

消
費
者
の


